
別紙

５　作物ごとの作付予定面積等         
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

3,360.0 2,921.0 2,800.0

71.1 0.0 80.0

999.5 1,344.0 1,500.0

9.6 9.0 15.0

0.0 0.0 0.0

24.7 24.0 25.0

183.1 286.0 300.0

601.2 34.7 630.0 34.0 630.0

121.8 107.6 112.0 102.0 120.0

123.7 36.1 131.0 40.0 130.0

・子実用とうもろこし 0.0 0.0 0.0

158.2 98.8 219.0 141.0 230.0

0.0 0.3 0.0 0.3

0.0 0.0 2.0

156.9 229.0 230.0

・野菜 149.6 220.0 221.0

・花き・花木 7.3 9.0 9.0

・果樹 0.0 0.0 0.0

・その他の高収益作物 0.0 0.0 0.0

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

1
飼料用米、米粉用米

（基幹作）
飼料用米等の生産性向上

助成
生産性向上の取組面積 (令和３年度)1,006.9ha

(令和４年度)980.0ha

(令和５年度)1,500.0ha

生産性向上の取組面積 (令和３年度)　587.0ha
(令和４年度)630.0ha

(令和５年度)630.0ha

品質区分1等の割合 (令和３年度)  　66.5％
(令和４年度)80.0％

(令和５年度)80.0％

3
水田における大豆

 (基幹作及び二毛作)
大豆の生産性向上助成

（担い手）
大豆単位面積当たり収量 (令和３度) 138.8kg/10a

(令和４年度)165.0kg/10a

(令和５年度)170.0kg/10a

4

水田におけるいちご・トマト・
ハウスなす・メロン・しゅんぎ
く・にら・アスパラガス・レタ
ス・花き（カーネーション、き
く、シクラメン、デルフィニウ
ム、バラ、ユリ、洋らん、りん

どう）（基幹作）

地域振興作物取組助成
（担い手）

担い手による地域振興作
物の作付面積

(令和３年度) 112.8ha
(令和４年度)162.0ha

(令和５年度)163.0ha

5

水田における麦・大豆・飼料作
物・ＷＣＳ用稲・米粉用米・飼
料用米・加工用米・そば・なた

ね（二毛作・二期作）

二毛作・二期作助成 二毛作取組面積 (令和３年度) 269.5ha
(令和４年度)278.0ha

(令和５年度)280.0ha

6
飼料用米、わら専用稲

（基幹作）
わら利用

（耕畜連携助成）
わら利用取組面積 (令和３年度) 260.4ha

(令和４年度)330.0ha

(令和５年度)340.0ha

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

目標

2
水田における麦

（基幹作及び二毛作）
麦の生産性向上助成

（担い手）

整理
番号

対象作物 使途名



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：栃木県

協議会名：真岡市農業再生協議会

1 飼料用米等の生産性向上助成 1 3,400 飼料用米、米粉用米（基幹作） 水田活用の直接支払交付金対象水田に作付、フレコン・バラ出荷

2 麦の生産性向上助成（担い手） 1 2,500 水田における麦（基幹作）
担い手のみ（認定農業者等）、作付面積１ha以上、排水対
策、土づくり、フレコン・バラ出荷

2 麦の生産性向上助成（担い手）（二毛作） 2 2,500 水田における麦（二毛作）
担い手のみ（認定農業者等）、作付面積1ha以上、排水対
策、土づくり、フレコン・バラ出荷

3 大豆の生産性向上助成 (担い手) 1 2,500 水田における大豆 (基幹作)
担い手のみ（認定農業者等）、作付面積1ha以上、生産基盤
体制の効率化（団地化100ａ以上）、排水対策、土づくり

3 大豆の生産性向上助成 (担い手)（二毛作） 2 2,500 水田における大豆 (二毛作)
担い手のみ（認定農業者等）、作付面積1ha以上、生産基盤
体制の効率化（団地化100ａ以上）、排水対策、土づくり

4 地域振興作物取組助成（担い手） 1 7,500

水田におけるいちご・トマト・ハウスな
す・メロン・しゅんぎく・にら・アスパ
ラガス・レタス・花き（カーネーショ
ン、きく、シクラメン、デルフィニウ
ム、バラ、ユリ、洋らん、りんどう、宿
根かすみそう、スターチス、ガーベラ、
トルコギキョウ、アルストロメリア、パ
ンジー、あじさい）（基幹作）

担い手のみ（認定農業者等）、出荷・販売実績を伴う

5 二毛作・二期作助成（二毛作） 2 7,500
水田における麦・大豆・飼料作物・ＷＣ
Ｓ用稲・米粉用米・飼料用米・加工用
米・そば・なたね（二毛作・二期作）

対象作物の作付面積に応じて支援

6 わら利用（耕畜連携） 3 6,000 飼料用米、わら専用稲（基幹作） 期間３年以上の利用供給協定書の締結

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。

新様式（公表用）



別紙

１．地域農業再生協議会名

２．活用予定額の総括表

（単位：円）

当初配分
(A)

追加配分
(B)

122,845,000 122,845,000 122,841,000

（注）追加配分が未定の段階にあっては、該当箇所を空欄により作成することとします。

真岡市農業再生協議会

８　産地交付金の活用方法の明細

真岡市農業再生協議会

協議会等名

配分枠（A+B）

活用予定額



３．活用方法

配分枠

122,845,000円

麦 大豆 飼料作物 米粉用米 飼料用米 WCS用稲 加工用米

新市場開拓用米
そば なたね 地力増進作物

野菜 花き・花木 果樹
その他の
高収益作

物

その他

1 飼料用米等の生産性向上助成 1 3,400 900 130,000 130,900 44,506,000

2 麦の生産性向上助成（担い手） 1 2,500 63,000 63,000 15,750,000

2 麦の生産性向上助成（担い手）（二毛作） 2 2,500 3,400 3,400 850,000

3 大豆の生産性向上助成（担い手） 1 2,500 11,200 11,200 2,800,000

3 大豆の生産性向上助成（担い手）（二毛作） 2 2,500 10,200 10,200 2,550,000

4 地域振興作物取組助成（担い手） 1 7,500 21,700 900 22,600 16,950,000

5 二毛作・二期作助成（二毛作） 2 7,500 3,400 10,200 4,000 14,100 31,700 23,775,000

6 わら利用（耕畜連携） 3 6,000 26,100 26,100 15,660,000

実面積 63,000 11,200 900 130,000 21,700 900 227,700

実面積 3,400 10,200 4,000 14,100 31,700

所要額
①×②
（円）

高収益作物
合計
②
※５

122,841,000

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　「面積」は、当初配分により支援を行う使途について記入し、追加配分により支援を行う使途については、追加配分額が未定の段階にあっては空欄としてください。
※４　「合計（基幹）の実面積」は、基幹作を対象とした設定の実面積を記入し、「合計（二毛作）の実面積」は、二毛作を対象とした設定の実面積を記入してください。
　　　また、「合計②」欄は、基幹作、二毛作それぞれの実面積の合計を記入してください。
※５　②の合計は、各使途の合計面積を記入してください。
※６　所要額欄の二重枠には、所要額の合計を記入してください。
（注）使途ごとに「産地交付金の活用方法の明細（個票）」を添付してください。

合計（基幹）※４

合計（二毛作）※４

整
理
番
号

戦略作物
使途

※１

単価①
（円/10a）

作
期
等
※２

面　積　（ａ単位）※３



４．追加配分等を受けた場合の調整方法

５．所要額が配分枠を超過した場合の調整方法

６．高収益作物について

注１ 産地交付金で支援する作物のうち、高収益作物に該当する作物名（野菜、花き・花木、果樹除く）を記載してください。
注２ 収益性のわかるデータを添付してください。

・追加配分を受けた場合は整理番号１(上限単価5,500円）と整理番号５（上限単価13,500円）へ優先的に調整し、整理番号４
（上限単価11,000円）→整理番号２（上限単価4,000円）→整理番号３（上限単価4,000円）→整理番号６（上限単価11,000円）へ
順次調整を行っていく。

・所要額が配分枠を超過した場合は、整理番号２の麦の生産性向上助成の単価減額を次の計算式に基づき行い調整する。単
価＝（配分枠-整理番号1,3,4,5,6の交付対象面積×同単価）/整理番号２交付面積。
なお上記調整を行った場合であっても不足が生じた場合は、整理番号1,5を除いた整理番号3,4,6の単価に一律乗じて減額調
整し、最終的に調整が困難な場合は整理番号1及び5も含み調整を行う。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

次の①～⑤をすべて満たすこと
①水田活用の直接支払交付金に交付申請している者。
②需要に応じた米生産の生産・販売の推進に関する要領に定められた飼料用米・米粉用米の要件を
満たしていること。
③対象水田
　・経営所得安定対策等実施要綱に定める水田とする。
④次のいずれかに取り組むこと。
　・直播栽培
　・家畜堆肥の施用（１ｔ以上／１０ａ：ただし、鶏糞堆肥施用の場合はこの限りではない）
　・団地化（１ｈａ以上）
　・土壌診断に基づく合理的な施肥
　・収穫機械の共同利用
　・フレコン・バラ出荷
⑤その他の要件
　・通常の肥培管理が行われていること。

令和４（2022）年１２月末までに、支払対象面積を集計し、確認する。

・水田活用の直接支払交付金の対象となった地域振興作物であることの確認は、経営所得安定対策交
付申請書、営農計画書、転作確認による現地確認で行う。
・需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領に定められた飼料用米・米粉用米の要件を満たし
ていることの確認は新規需要米認定結果通知書により行う。
・交付金対象水田であることの確認は、水田台帳及び営農計画書により行う。
・技術に取り組んだことの確認は作業日誌により行う。
・堆肥についての確認は、購入伝票等により行う。
・団地化の確認は、ほ場位置図、現地確認等により行う。
・土壌診断に基づく合理的な施肥については、土壌診断結果及び肥料の購入伝票等により行う。
・収穫機械の共同利用の確認は、作業日誌（機械利用日誌）等により行う。
・フレコン・バラ出荷の確認は、集荷業者等の荷受伝票等により行う。
・通常の肥培管理等が行われたことの確認は現地確認等により行う。
・交付金対象面積：ａ単位（１ａ未満は切り捨て）

水田活用の直接支払交付金の交付対象水田に作付けされた飼料用米等の生産性向上技術の取組に
対して助成する。

飼料用米、米粉用米（基幹作）

３，４００円／10ａ　（上限単価：　　５，５００　　円／１０ａ）

【R3(2021)年度の評価】
コロナ禍等により主食用米価格の下落幅がより一層顕著となり、在庫も増えたこと、またJAグループ等
を中心としてこれまで進めてきた新規需要米等への作付転換方針が、大規模耕種農家をはじめとして
生産者の意識改革に繋がり目標値を大きく上回って１０４．８％となった。
【R4(2022)年度の課題】
飼料用米等については、既存の農業機械施設を有効活用できるとともに、今後もＪＡグループ等を介し
た飼料会社への供給ルートの確保により需要に応じた米生産に必要な対象作物として、作付面積の拡
大と生産性向上を図る必要がある。一方で急激に作付面積が増えているため、他の戦略作物との作付
動向等を注視しバランスを取りながら、推進していく必要がある。

令和５年度

実績 753.2 1006.9

目標 800.0 960.0 980.0 1500.0目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度

生産性向上の取
組面積（ha）

飼料用米等の生産性向上助成

産地交付金の活用方法の明細（個票）

整理番号 1真岡市農業再生協議会



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

麦を一定規模以上作付けしている担い手の基幹作・二毛作の麦に対し、その作付面積に応じて助成す
る。

次の①～⑤を全て満たすこと。
①水田活用の直接支払交付金に交付申請している者
②次のいずれかの担い手であること（農地中間管理機構から農地を借り受けている農業者、認定農業
者、認定新規就農者、集落営農、人・農地プランに位置付けられた地域の中心となる経営体）
③対象水田
　・経営所得安定対策等実施要綱に定める水田とする。
④面積要件
　・基幹作及び二毛作の麦の合計面積が1ha以上であること
⑤技術要件（次のいずれかに取り組むこと）
　・排水対策、ほ場条件の改善（明渠又は心土破砕）
　・土づくり（土壌分析に基づく土壌改良材の施用又は家畜堆肥の施用）
　・フレコン・バラ出荷

・水田活用の直接支払交付金の対象となった麦であることの確認は、経営所得安定対策交付申請書、
営農計画書、転作確認による現地確認で行う。
・担い手のリスト等により確認する。
・面積要件の確認は、営農計画書により確認する。
・技術要件等の確認は、作業日誌や次の資料等により確認を行う。
　排水対策：現地確認等
　土づくり：土壌分析結果、購入伝票等
　フレコン・バラ出荷：出荷伝票等
・交付対象面積は、ａ単位とする（１ａ未満は切り捨て）。

令和４（2022）年１２月末までに、支払対象面積を集計し、確認する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度

目標 632.0 632.5 630.0

実績 70.4 66.5

産地交付金の活用方法の明細（個票）

真岡市農業再生協議会 整理番号 2

麦の生産性向上助成（担い手）

水田における麦（基幹作及び二毛作）

生産性向上の取
組面積（ha）

品質区分１等の
割合（％）

実績

目標

576.5

82.0

587.0

82.5 80.0 80.0

２，５００円／１０ａ　（上限単価：　４，０００　円／１０ａ）

【R3(2021)年度の評価】
連作障害等を避けるため、基幹作付面積の減少もあり達成度合は９２．８％であった。また、天候不順
による穂発芽や黒カビ等が発生し、1等品質区分割合も６６．５％という結果であった。今後も地域の基
幹的な作物として麦の作付けは重要であると考え、排水対策や肥培管理の徹底に努めながら更なる面
積拡大と品質向上を目指していく必要がある。
【R4(2022)年度の課題】
R4（2022）年度の目標達成に向けて、水田をフルに活用した高度な耕地利用（二毛作等）を行い労働生
産性を高め、併せて排水対策（暗きょ排水）等によるほ場条件の改善や営農技術の導入支援等の強化
を図る。

令和５年度

630.0



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

138.8

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

大豆を一定規模以上作付けしている担い手の基幹作・二毛作の大豆に対し、その作付面積に応じて助成
する。

次の①～⑤をすべて満たすこと
①水田活用の直接支払交付金に交付申請している者
②次のいずれかの担い手であること（農地中間管理機構から農地を借り受けている農業者、認定農業者、
認定新規就農者、集落営農、人・農地プランに位置付けられた地域の中心となる経営体）
③対象水田
 ・ 経営所得安定対策等実施要綱に定める水田とする
④面積要件
　・基幹作及び二毛作の大豆の合計面積が1ha以上であること
⑤技術要件(次のいずれかに取り組むこと)
 ・生産基盤体制の効率化 (団地化100a以上)
 ・排水対策、ほ場条件の改善 (明渠又は心土破砕)
 ・土づくり (土壌分析等に基づく土壌改良資材の施用又は家畜堆肥の施用)
 ・大豆300A技術

・担い手のリスト等により確認する。
・面積要件の確認は、営農計画書により確認する。
・助成対象水田であることは、水田台帳及び営農計画書により行う。
・技術に取り組んだことの確認は作業日誌により行う。
・団地化の確認は、ほ場位置図、現地確認等により行う。
・排水対策の確認は現地確認等により行う。
・土づくりの確認は、土壌分析結果、購入伝票等により行う。
・大豆300Ａ技術の確認は、現地確認・写真等により行う。
・助成対象面積：a単位 (１a未満は切り捨て)

令和４（2022）年１２月末までに、支払対象面積を集計し、確認する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

２，５００円／10ａ　（上限単価：　　４，０００　　円／１０ａ）

【R3(2021)年度の評価】
天候不順等により収量は、目標値に対して86.75％であった。今後も地域における基幹的作物として位置
づけ、面積拡大を推進する必要がある。また栽培技術の向上や肥培管理を徹底し、高水準単収の実現を
目指す。
【R4(2022)年度の課題】
人・農地プラン実質化を契機として、農地中間管理機構を活用した農地の集積・集約化による団地化、ブ
ロックロテーションを実現し作付面積の拡大を図る必要がある。

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

大豆単位当たり
収量（㎏／10a）

目標 150.0 160.0 165.0 170.0

実績 158.0

水田における大豆 (基幹作及び二毛作)

産地交付金の活用方法の明細（個票）

真岡市農業再生協議会 整理番号 3

大豆の生産性向上助成 (担い手)



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

112.8

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

担い手の生産する地域振興作物の作付面積に対して助成する。

次の①～④までを全て満たすこと
①水田活用の直接支払交付金に交付申請している者
②次のいずれかの担い手であること（農地中間管理機構から農地を借り受けている農業者、認定農業
者、認定新規就農者、集落営農、人・農地プランに位置付けられた地域の中心となる経営体）次の担い
手であること
③交付対象水田
　・経営所得安定対策等実施要綱に定める水田とする
　・同一年度に戦略作物助成を受けていない水田であること
④その他要件
　・通常の肥培管理が行われ、出荷・販売が行われていること

・水田活用の直接支払交付金の対象となった地域振興作物であることの確認は、経営所得安定対策交
付申請書、営農計画書、転作確認による現地確認で行う。
・担い手リスト等により確認する。
・交付金対象水田であることの確認は、水田台帳及び営農計画書等により行う。
・通常の肥培管理等が行われたことの確認は現地確認等により行う。
・出荷・販売が行われていることの確認は出荷伝票等により行う。
・交付対象面積は、ａ単位とする（１ａ未満は切り捨て）。

令和４（2022）年１２月末までに、支払対象面積を集計し、確認する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

７，５００円／10ａ　（上限単価：　１１，０００　　円／１０ａ）

【R3(2021)年度の評価】
生産者の高齢化や人員不足等により、経営規模縮小に伴い作付面積が減少したため、目標対比９０．
２％の実績であった。主食用米の需要減少を補うため、地域振興におけるブランド作物として法人化組
織による生産面積の拡大を図る必要がある。
【R4(2022)年度の課題】
新規就農者の生産技術向上と規模拡大による経営基盤の安定および法人化組織等による取組面積の
拡大を関係機関と連携して図っていくことが必要である。人・農地プランによる担い手等の意向を踏まえ
た中で、畑地化を含めた水田の有効利用に取り組むシステムの構築が必要である。

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

担い手による
地域振興作物の
作付面積（ha）

目標 123.0 125.0 162.0 163.0

実績 114.1

水田におけるいちご・トマト・ハウスなす・メロン・しゅんぎく・にら・アスパラガス・レタス・花き（カーネーショ
ン、きく、シクラメン、デルフィニウム、バラ、ユリ、洋らん、りんどう、宿根かすみそう、スターチス、ガーベ
ラ、トルコギキョウ、アルストロメリア、パンジー、あじさい）（基幹作）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

真岡市農業再生協議会 整理番号 4

地域振興作物取組助成（担い手）



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

269.5

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

主食用米と対象作物又は対象作物同士の組み合わせによる二毛作・二期作を行った場合、二毛作（二
期作を含む）として作付けする対象作物の作付面積に応じて交付する。

①交付対象者
　水田活用の直接支払交付金に交付申請している者
②交付対象水田
　経営所得安定対策等実施要綱に定める水田のうち、当該年度において、対象作物を通常の栽培方
法により作付けしている水田とする。
③交付対象面積
　助成対象者が、助成対象水田において、対象作物を二毛作（二期作を含む）として作付けした面積
④その他の要件
　別紙のとおり
⑤飼料用米については個票整備番号１と同様の具体的要件とする

①交付対象者
　営農計画書より確認する。
②交付対象水田
　営農計画書及び共済細目書、現地確認等により確認する。
③交付対象作物及び面積
　営農計画書、共済細目書及び新規需要米取組計画書により確認する。共済未加入筆については、併
せて現地確認により確認する。全作業受委託の確認は作業受委託契約書による。
④その他の要件
別紙のとおり

令和４（2022）年１２月末までに、支払対象面積を集計し、確認する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

７，５００円／10ａ　（上限単価：　１３，５００　　円／１０ａ）

【R3(2021)年度の評価】
水田を有効的活用した作付けは実施できたが、達成度合いは97.9％であった。概ね目標通りに作付け
されたが、天候により収穫時期の遅れや作業工程遅延等により二毛作への取り組みを断念した圃場も
見受けられた。しかしながらより多くの収益が見込めることから、今後も面積の拡大を図る必要がある。
【R4(2022)年度の課題】
限られた水田を有効利用しながら、安定した高収益を確保するため、需要の増加が見込まれる作物を
組み合わせて、水田を高度に利用する二毛作（二期作を含む）の取組を推進する必要がある。

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

二毛作・二期作取
組面積（ha）

目標 272.0 275.0 278.0 280.0

実績 263.7

水田における麦・大豆・飼料作物・ＷＣＳ用稲・米粉用米・飼料用米・加工用米・そば・なたね（二毛作・
二期作）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

真岡市農業再生協議会 整理番号 5

二毛作・二期作助成



（別紙）二毛作・二期作助成のその他要件

　二毛作・二期作助成の対象の対象作物については、以下の要件を満たして生産され、当該年度内に収穫及び出荷・販売を行うこと。

（１）麦
　農協等と実需者との間で締結された販売契約に基づく農協等との出荷契約又は実需者との販売契約を締結していること。

（２）大豆
　農協等との出荷契約又は実需者等との販売契約を締結していること。

（３）飼料作物
　利用供給協定を締結していること。自らの畜産経営に供する目的で生産する場合は、自家利用計画を策定していること。

（４）そば
　農協等と実需者との間で締結された販売契約に基づく農協等との出荷契約又は実需者との販売契約を締結していること。

（５）WCS用稲
　新規需要米取組計画の認定を受けていること。

（６）飼料用米・米粉用米
　新規需要米取組計画の認定を受けていること。

（７）加工用米
　加工用米取組計画の認定又は加工用米出荷契約を締結していること。

※麦、大豆、そばのうち、自家加工については、「畑作物の直接支払交付金に係る自家加工販売（直売所等での販売）計画書兼出荷・販売等実勢報告書」（様式第９－４号）を作成すること。直売所での販売につ
いては、直売所と取引契約を締結するか又は直売所の名称、所在地、連絡先、作物対象の年間販売予定数量などを記載した計画書を作成すること。

その他要件の確認方法

・麦
　出荷販売契約及び出荷販売伝票により確認する。自家加工については、「畑作物の直接支払交付金に係る自家加工販売（直売所等での販売）計画書兼出荷・販売等実績報告書」（様式第９－４号）により確認
する。

・大豆
　出荷販売契約及び出荷販売伝票により確認する。自家加工については、「畑作物の直接支払交付金に係る自家加工販売（直売所等での販売）計画書兼出荷・販売等実績報告書」（様式第９－４号）により確認
する。

・飼料作物
　利用供給協定書又は自家利用計画書により確認する。

・そば
　出荷販売契約及び出荷販売伝票により確認する。自家加工については、「畑作物の直接支払交付金に係る自家加工販売（直売所等での販売）計画書兼出荷・販売等実績報告書」（様式第９－４号）により確認
する。

・WCS用稲
　新規需要米取組計画により確認。

・飼料用米・米粉用米
　新規需要米取組計画により確認。

・加工用米
　加工用米取組計画書又は加工用米出荷契約書により確認



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

飼料用米、わら専用稲（基幹作）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

真岡市農業再生協議会 整理番号 6

わら利用（耕畜連携）

６，０００円／１０ａ（上限単価：１１，０００　円／１０ａ）

【R3(2021)年度の評価】
畜産農家、耕種農家双方への働き掛け等により達成度合１４２．３％となって新たな連携拡大も実現できた。
今後も輸入飼料の価格高騰により国産粗飼料の需要が高まる中、より安定的な利用供給と収益性の向上を
目指し、わら利用面積を拡大する必要がある。
【R4(2022)年度の課題】
輸入飼料の価格高騰等により、国産粗飼料の需要が高まっており、R4（2022）年度の目標達成に向けて、地
域内を中心とした利用供給体制の確立と利用面積の拡大を図り、継続的な推進を行っていく。

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

わら利用取組面積
（ha）

目標 160.0 183.0 330.0 340.0

実績 182.3 260.4

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

利用供給協定書に基づき、飼料用米及びわら専用稲生産圃場の稲わらを家畜の飼料として供給した場合、
その面積に応じて助成する。

①交付対象者
　水田活用の直接支払交付金に交付申請している者
②交付対象水田
　経営所得安定対策等実施要綱に定める水田のうち、当該年度において、対象作物を通常の栽培方法によ
り作付けしている水田とする。ただし、当該年度において主食用水稲の作付が行われていない水田とする。
③交付対象面積
　交付対象者が、交付対象水田において、対象作物を作付けした面積。
④その他の要件
　・締結期間３年以上の利用供給協定書を締結していること。
　・わらが確実に飼料として利用され、子実が飼料又は飼料の種苗として利用されていること。
　・刈取り時期が出穂期以降で利用供給協定に定める時期であること。
⑤次のいずれかに取り組むこと。
　・直播栽培
　・家畜堆肥の施用（１ｔ以上／１０ａ：ただし、鶏糞堆肥施用の場合はこの限りではない）
　・団地化（１ｈａ以上）
　・土壌診断に基づく合理的な施肥
　・収穫機械の共同利用
　・フレコン・バラ出荷
⑥その他の要件
　・通常の肥培管理が行われていること。

①交付対象者
　営農計画書により確認する。
②交付対象水田
　営農計画書により確認する。主食用水稲の作付のが行われていないことの確認は営農計画書及び共済細
目書等により確認する。
③交付対象作物及び面積
　営農計画書、共済細目書及び新規需要米取組計画書等により確認する。共済未加入筆については、併せ
て現地確認により確認する。
④その他の要件
　・利用供給協定書により確認する。
　・わらが飼料として供給され、子実が飼料として利用された確認は、作業日誌及び新規需要米生産集出荷
数量一覧表により確認する。
　・刈取り時期が出穂期以降で利用供給協定に定める時期の確認は、作業日誌により確認する。
　・技術に取り組んだことの確認は作業日誌により行う。
　・堆肥についての確認は、購入伝票等により行う。
　・団地化の確認は、ほ場位置図、現地確認等により行う。
　・土壌診断に基づく合理的な施肥については、土壌診断結果及び肥料の購入伝票等により行う。
　・収穫機械の共同利用の確認は、作業日誌（機械利用日誌）等により行う。
　・フレコン・バラ出荷の確認は、集荷業者等の荷受伝票等により行う。
　・通常の肥培管理等が行われたことの確認は現地確認等により行う。

令和４（2022）年１２月末までに、支払対象面積を集計し、確認する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。


